
   

   

   

①ワークショップ はじめての古文書講座 ※要申込み 
くずし字で書かれた江戸時代の古文書を読んでみませんか 
日 時：9 月 17 日(月・祝) 10 時 30 分～12 時 
講 師：明石市文化振興課学芸員 
定 員：40 名    場 所：当館２階大会議室 
締 切：9 月 8 日(土)必着 

 
②講演会 ※要申込み 
日 時：9 月 24 日(月・祝) 13 時 30 分～15 時 30 分 
講 師：大国 正美氏（神戸深江生活文化史料館長・明石市史近世部会長） 
    「近世の〝海と陸の駅・明石〟の誕生と展開」 
    加納 亜由子(明石市文化振興課学芸員) 
    「明石名産の成立と明石の海」 
場 所：当館２階大会議室     定 員：80 名 
締 切：９月 15 日(土)必着 
 
③ロビーコンサート dosso とめぐる音楽の舟旅～海の向こう
へ行ってみよう～ ※当日自由参加 
明石市内外で活躍するアンサンブルユニットです 
日 時：10 月 14 日(日) 11 時～(40 分程度) 
出 演：あんさんぶる dosso（賛助出演 ヴァイオリン 安部薫） 
場 所：当館１階ロビー 
 

 

     

          

     

   

                    

 

             

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の博物館だよりは、夏季特別展「特撮のＤＮＡ展―平成に受け継がれた特撮“匠の夢”―」の来館 2 万人記念セレ

モニーについて、次回展覧会についてお届けします。 

2018 年 9 月 1 日 

日

日 

。 

 

       

 

【イベント 3】あかし市民図書館スタッフによる みんなで楽しむ 長谷川絵本の読み聞かせ  *当日自由参加* 

日時：５月 13 日(土)  14:00～(30 分程度) 定員：80 名 
 

～関連イベントのご案内～ ※観覧券が必要です 

文化博物館だより 第523号
   

企画展「明石藩の世界Ⅵ～藩領を行き交う人とモノ～」 
会期：９月15日（土）～10月21日（日） 月曜日休館（祝日は開館） 
開館時間：９時 30 分～18 時 30 分（入館は 18 時まで） 
観覧料：大人 200 円、大高生 150 円、中学生以下無料 
※10 月 14 日（日）は開館記念ウィーク中のため観覧料無料 
 
詳しい展覧会情報は当館ＨＰをご覧ください。 
http://www.akashibunpaku.com/ 
 

＜関連イベントのご案内＞ 

9月 15日（土）より開催！企画展「明石藩の世界Ⅵ～藩領を行き交う人とモノ～」 

２万人目のお客様を迎えました！「特撮の DNA展」（2018 年８月 28 日） 

特撮のＤＮＡ展はめでたく 2 万人目のお客様をお迎えする

ことができました。神戸市西区からお越しのお父さん、お

母さん、3 歳の男の子のご家族です。お父さんはゴジラが

好きで特撮のＤＮＡ展を開催していることを知り、ご家族

でお越しくださったとのこと。お子さんはウルトラマンが

好きとのことで、特撮好きのＤＮＡは確実に引き継がれて

いますね。館長から記念品として明石展限定の公式パンフ

レットと会場限定のグッズをお渡ししました。 

④ギャラリートーク ※当日自由参加 
日 時：９月 22日(土)、９月 29 日(土)、10 月 21日(日) 
     11 時～、15 時～(各回 30 分程度) 
場 所：当館１階特別展示室 
 
⑤クイズラリー 明石藩の世界をたんけんしよう ※会期中
自由参加 
クイズに答えて、ぶんぱく特製シールをもらおう 
 
【連携事業】⑥シンポジウム 明石城を探る ※要申込み 
日 時：9 月 23 日(日)   13 時 30 分～16 時 30 分 
基調講演：堀田 浩之氏(兵庫県立歴史博物館 館長補佐) 
    「明石城の城郭プランについて」 
基調報告：渡辺 昇氏(播磨町郷土資料館) 
コーディネーター：宮本 博(明石市文化振興課) 
場 所：当館２階大会議室    主 催：明石葵会 
定 員：70 名    締 切：９月 15 日(土)必着 
 
①・②・⑥は事前申込みが必要です。往復はがきに、「イベント名、
参加者全員の氏名、代表者の郵便番号・住所・電話番号、参加人

数」をご記入のうえ下記まで。応募一通につき５名まで。応募者
多数の場合は抽選。 
〒673-0846  

明石市上ノ丸 2 丁目 13 番 1 号 明石市立文化博物館 

江戸時代の明石は、西国街道や明石海峡が近接し明石城下に港を

抱える“交通の要衝”でした。 参勤交代の大名、幕府公用の書状や

荷物、寺社参詣の旅人、明石の特産品を積んだ船、大坂や瀬戸内各

地へ向かうさまざまな人やモノが、明石藩領を行き来しました。 

本展では、西国街道の宿場町にまつわる古文書や工芸品、タコ・タ

イなどの名産を生んだ明石の海のにぎわい、京・大坂との文化交

流を育んだ文化人の足跡をとおして、東西交通の要衝として発展

した明石の海と街道のにぎわいが、よみがえります。 

平日のセレモニーでしたが、たくさんのお客さまも一緒に拍
手で祝福してくださいました♪ 

歌川国貞（三代豊国） 
《明石ノ浦景》（部分） 

本朱蒔絵重箱 
（個人蔵） 

http://www.akashibunpaku.com/
http://www.akashibunpaku.com/

